
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

近代漢語の一側面 : 『漢語英訳辞典』に見られる二
字漢語のサ変動詞用法をめぐって

坂本, 浩一
福岡女子大学専任講師

https://doi.org/10.15017/9436

出版情報：語文研究. 77, pp.1-13, 1994-06-05. 九州大学国語国文学会
バージョン：
権利関係：



近 代 漢 語 の一 側 面

『漢語英訳辞典』に見られる二字漢語のサ変動詞用法をめぐって一

坂 本 浩 一

I,は じめ に

幕末明治初期 は漢語が非常 に多 く用 い られ るよ うにな った時期で あり,こ の時期 の文献

資料 を国語学の研究対象 として見 る際には,や は り漢語の在 り方 に興味が惹かれる。 その

際,現 代 では見 なれない語形 に 目を奪 われ ることも多いが,一 方で,現 代に至るまで使 わ

れ続けている語形が,明 治初期 に於いては現代 と文法上の性格を異 にして用い られてい る

場合 も割合 に見 られ る。例 えば,

カ ク人民 ヲ奴役 ノ如 クニ卑 屈セ シメ(明 治5年 刊 中村正直訳 『自由之理』巻 一 ・十

ウ)

通常食後二時 ノ末 二至 リテ胃 ノ空虚 スル ヲ確定 セ リ(明 治8年 刊 坪井為春 ・小林義

直訳 『弗氏生理書』巻三 ・一九 ウ)

の下線部に見 られるよ うに,現 代 では通常漢語サ変動詞 としては使用 されない語形が,「す

る」 を伴 って使 われている場合 がある。小学館 『日本 国語大辞典 』 に挙 げる用例か ら各 々

の語の歴史 を簡単 に窺 うと,「空虚」 は古 くか ら見 られ 「卑屈」 は明治期 か ら使用例が見

られるとい う違 いはあるが,い ず れの項 目に於 いて も明治初期 の文献 に於 いて 「す る」 の

付 く用例が存 してい る。

このように,明 治初期 の漢語 の中に は,現 代 か ら見 ると 「す る」が下接 して動詞 化す る

とは思 われな いものに 「する」 の接続 した例 が少 なか らず あった ようで ある。 それ らの漢

語 に於 いて は,現 代 に至 るまで に漢語サ変動詞 と しての用法が失 われて いった ことにな る

が,い ったいどの ような語形 にそ うした変化 が見 られ るのであろ うか。 この ことを明 らか

にす るためには,ま ず,こ の種 の漢語を明治期 の資料 か ら広 く集 めて くる必要が あるが,

この ようなサ変動詞 用法 は当時 に於 いて さえ案 外主流 の用法で ない場 合が多か った らし

く,当 代 の辞書資料 に於いて は簡単 に行 き当 た らない もどか しさがあ る○ そう した中で,

サ変動詞用法 に関す る情報を割合 に多 く伝 えて い ると思 われ る 『漢語英訳辞典』 を中心資

料 として,現 代で は殆 どサ変動詞 としては用 い られない漢語の抽出を試 み,今 後 の調査 の

基礎 としたい と思 う。

Ⅱ.『漢語英訳辞典』の概要

本稿で は,漢 語 を豊富 に収載 してお り,か っサ変動詞用法 に就 いて の情報 も得易い資料

と して,『漢語英訳辞典(ADICTIONARYOFCHINESE-JAPANESEWORDSINTHE

JAPANESELANGUAGE)』 を中心 に用 いるこ ととした。漢語辞書或 いは漢語を多 く収 め

た辞書 は他 に も数多 い し,後 に見 るよ うに 『漢 語英訳辞典』 の記述 は部分的に雑 なところ

もないで はないが,当 面 の課題 に対す る一 っの足場 として この資料 を使 いたい。尚,本 資
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料 に就 いては豊田実博士 の簡単 な紹 介があ るが,国 語 資料 と して の詳 しい検討に就 いては
(1)

未だ十分 に行われていな いようであ る。

『漢語英訳辞典』 は親字配列方式 の二字漢語集 で,親 字 索引 には3131字 の親字 を挙 げ,

収載 された二字漢語 の項 目数 は落丁部 を除いて28419ほ どに上 る。全三巻が明治22年8

月,同24年2月,同25年5月 の三回 に分 けて刊行 されて居 り,(馨 巻の内訳は次 の通 りで

あ る。

第 一一・一・i巻(PARTI)

序(PREFACE)2頁/緒 言(INTRODUCTION)12頁/正 誤 表(ERRATA)1頁

/本 編(ATOJ)325頁

第 二 巻(PARTⅡ)

正 誤 表(ERRATA)1頁/本 編(KT○R)357頁

第 三 巻(PART皿)

正 誤 表(ERRATA)3頁/本 編(STOZ)441頁/親 字 索 引(INDEXOFINITIAL

CHARACTERSARRANGEDACCORDINGTOTHEIRRADICALS .)62頁/

巻 一 ・二 正 誤 表 補 遺(SUPPLEMENTARYLISTOFERRATAINVOLS.IAND

n)10頁

著 作 者 は英 国 人 ゼ ー,エ ッチ,ガ ビ ンス(JOHNHARINGTONGUBBINS)で,英 国 公

使 館(HB、M'sLegation)の 関 係 者 で あ る こ とが序 の 末 尾 か ら分 か る。

まず ガ ビンスが どの よ うにして収載語彙 を採集 したかで ある魁 そ謬 手段 にっいて は,

「PREFACE」 中 に次 の よ うに あ る。

Thewordsgiveninthisdictionaryaretakenpartlyfromofficialdespatches ,

andfromnewspapersandotherpopularliterature ,andpartlyfromJapaneseKan

-godictionariesthosechieflyconsultedbeingthecKan -goJiri'byMr .Aokj

Sukekio,thetDaFz6-hoKan-go-kaiDai-zen'byMr.IwaiShinjir6 ,the'Kan-go

JI-rui'byMr.ShOharaYasushi,andthe'Ga-zokuKan-goYak-kaj'byMr .

IchikawaSeiriO.

つ ま り,公 文 書,新 聞,流 行 小 説 とい った分 野 か らの 採 集 と と もに,青 木 輔 清 『漢語 字

彙 』庄 原 和 『漢語 字類 』 また岩 井 ・市 川 の 『大 増 補 漢 語 解 大 全 』 ・ 『雅 俗 漢 語 訳解 』 と い っ

た 当代 流 行 の漢 語 辞 書 群 の参 照 も行 って い る とい う こ と で あ る。 辞 書 資 料 以 外 の文 献 に関

す る調 査 を広 く行 うこ とは勿 論 今 後 の 課 題 で あ るが,具 体 名 の上 が っ て い る先 行漢 語 辞書

と の継 承 関係 に就 い て も,今 回 は調 査 し切 れ て い な い。併 せ て,継 続 調 査 の課 題 と した い。

上 記 に続 くガ ビ ンス の記 述 は次 の通 りで あ る。

InthedefinitionofthewordsandthedetermjnationoftheirEnglishequi-

valentsmuchassistancehasbeenderivedfromDr .Hepburn's'Japanese-English

andEnglish-JapaneseDictionary,'fromthetlrohaJiten ,'adictionaryrecently

broughtoutbyMrうTakahashiGo-r6,andfromtheChineseDictionariesofDr .

EitelandDr、wiliiams.

こ こで は,日 本 語 の定 義 そ して また英 語 との 同 定 に ヘ ボ ンの 「和 英 語林 集成 』,高 橋 五 郎

の 「漢 英 対照 い ろは 辞典 』 を多 く参 照 した ことが 述 べ られ て い る。周 知 の通 り,『 和 英 語 林
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集成 』の 第 三版(明 治19年 刊)の 編 集 に 際 し高 橋 五 郎 はヘ ボ ンの 日本 語 理 解 に助 力 した 関

係 に あ る。 当 然 漢 語 を め ぐる収 載 状況 に は興 味 の あ る と こ ろで あ り,特 に 『漢 英 対 照 い

ろ は辞 典 』 との 継承 関係 の一 端 に就 いて は,以 下 の調 査 報 告 の 中 で も触 れ た い。 な お,Dr.

Eitel・Dr.williams辞 書 と の関 係 に就 い て は,現 在 具 体 的 な 手 が か りを 得 て いな い 。

な お,次 の ガ ビン スの記 述 に も興 味 深 い もの が あ る。

Theauthor'sthanksarelikewiseduetoMr.BasilHallChamberlain,Pro-

ffessorofJapaneseandPhilologyintheImperialUniversityofJapan,for

suggestionsastothetreatmentofcertainwords.Thesamegentlemangener-

ouslyplacedathisdisposalanextensiveandvaluablecollectionofwords,-the

resultofmanyyearsofresearch,-ofwhichunfortunatelytheauthorcouldnot

availhimselfowingtothenecessityofimposingsomewhatrigorouslimitstoa

taskwhichthreatenedtoswelltounmanageabledimensions.

これ に よれ ば,帝 国大 学 教 授 で あ ったBH.チ ェ ンバ レ ン に 日本 語 にっ いて の教 示 を 得

たば か りで な く,彼 の 多 年 に亙 る広 汎 か っ 有 用 な採 集語 彙 の 参 照 に も及 ん だ と い うこ とで

あ る。事 実 で あ るな らば,『 漢 語 英 訳 辞 典 』の 記 述 に は 口語 文 典 等 の著 作 で 名 高 い 日本 語 研

究 者 の言 語 観 察 の反 映 も予 測 さ れ,関 心 が 寄 せ られ る。
(4)

皿・ 『漢 語 英 訳辞 典 』 と 当代 主 要 辞 典 との 比 較

『漢 語 英 訳 辞典 』 が漢 語 の 品詞 区別 に関 して ど うい う立 場 を と って い るか が,ま ず気 に

かか るが,「INTR○DUCTION」 中 に は次 の よ う に あ る。

AstudyofKan-godisclosesthefactthatthesecompoundwordscannotbe

judgedaccordingtothesyntaxwhichgov6rnsmostEuropeanlanguages,and

thatconsequentlyitisnotpossibletoclassifythemarbitrarilyasnouns,ad-

jectives,verbs,etc.,t。theexclusion,ineachcase,oftheiruseasotherpartsof

speech.

つ ま りガ ビ ンス は,西 洋 文 典 の基 準 に 基 づ く品 詞 区 別 の 適 用 が,漢 語 に関 して は不 可 能

で あ る こ とを説 くの で あ る。

も と も と漢語 のサ 変 動 詞 用 法 を め ぐって は,当 代 の邦 人 辞 書 編 纂 者 に於 い て も,そ の対

応 が 一 様 で はな い。 例 え ば,大 槻 文 彦 の 『言 海 』 凡 例 に あ る 「名 詞 又 ハ漢 語 二=,す(為)

トイ フ動 詞 ヲ添 ヘ テ,志 を りうす,(栞)志 る べ一す,(導)ぎ う ん一す,(議 論)く ふ う「す,

(工 夫)ナ ド ト用 ヰ ル コ トア リ,是 等,一 箇 ノ動 詞 ノ如 クナ レ トモ,斯 ク ナサ バ,諸 ノ名

詞,漢 語,動 詞 トナ ル ベ キ ヲ以 テ,」 の発 言 を承 け,山 田美 妙 が 『日本 大 辞 典 』で 猛 反 発 す る
(5)

な ど,漢 語 の用法 記 述 に 関 して 難 渋 して い る さま が 窺 え る。

ガ ビ ンスが 手本 に した とい う 『和 英 語 林 集 成 』 の 表示 に して も,和 語 項 目で の品 詞 表 示

は動 詞 の 自他 区 別 に 至 るま で 細 か に行 い 得 て い るが,一 方 で漢 語 に就 い て十 分 に指 示 しき

れ な か った こと は周 知 の 通 りで あ る。漢 語 が名 詞 ・副 詞 用 法 専 用 の場 合 は 「n」 ・ 「adv」

の 表 示 と英 語 説 明部 とが 上 手 く噛 み合 う も の の,動 詞 ・形 容 動 詞 用 法 が 絡 ん で くる と,

「v」 「i.v」 「t.v」 等 の 表 示 は曖 昧 に省 略 さ れ る な ど して,か え って混 乱 した 印象 さえ 与

え て しま って い る とい うの が 実 情 で あ る。
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結局 ガ ビンスは,記 号 を用い る品詞表示の方法 を取 らず,「suru」 「tari」「tosite」といっ

た実用 的な下 接語(辞)の 表示 や,「(wo)suru」 「(ni)suru」 といった格助詞の表示によっ

て具体 的な用法を指示す る記述 に専念す る。 この ことは,主 流 の用法 を挙 げるに留 ま りが

ちな当代辞書 資料 の中 にあって は,漢 語使用 の実 態を把握 す る上でかえ って好都合 なこと

である と言 え る。勿論 こうした用例重視 の記述 自体 は例えば,『和英語林集成』に於 いて

も既 に行 われてい るものであるが,漢 語専用辞 書で これを行 った点で価値がある。 また,

先 に挙 げたよ うにガ ビンスの発言通 りであれば,用 例部分 の記述 にはチェンバ レンの冷静

な観察 を経 た もの も存す るはず であ り,「漢語英訳 辞典』の記述 には大 いに注目 したいとこ

ろである。

それ では,ま ず 『漢語英訳辞典』 が当代 の主 な辞書資料 に比 して,量 的に どの程度の漢

語 を収 めてい るか ということか ら簡単 に見 て行 きたい。便宜上,「1(い ・ゐ)」の部 に限 っ

て全体 を推 す ることとしたいが,そ れぞれに収載 された二字漢 語項 目数 を勘定 する と,次

のよ うになる。

『和英語林集成』第 皿版(J.C.Hepburn著 ・明治19年 刊)305

『漢英対照 い ろは辞典』(高 橋五郎著 ・明治20-21年 刊)814

『漢語英訳 辞典』843

『言海』(大 槻 文彦著 ・明治22-24年 刊)305

『日本大辞書』(山 田美妙著 ・明治25-26年 刊)369

極 めて部分 的な数値で もあ り,辞 書 の目的 も同一 と言 えな いものの間での乱暴 な比較で

もあるが,『和 英語林集成』 ・ 『言海』 ・ 『日本大辞書』 とい った辞書資料に比 して,『漢

英対照 いろは辞典』 と 『漢語英 訳辞典』の収載量 の多 さが一見 して分か る。 さらに言 えば,

「漢語英訳辞 典』 は 『漢英対照 いろは辞典』 よ りも二字漢語 に関 して は数量 的にむ しろ上

回 っている ことか ら,二 字漢語 の資料 と しては量 的な面に於 いて不足 とい うことはなさそ

うである。も っとも,『漢語英訳 辞典』中には,漢 字表示 の後 に直 ぐさま 「see～」と して他

の項 目を参照 させ るものがIの 部 中で182語 見 られ るな ど,用 法の判断が簡単 に行 かない

面 もあ り,そ の点では慎重 な扱 いが必要 であ る。

項目の数量 で近接 している 『漢英対照 いろは辞 典』 は,ガ ビ ンスが 「序」に於 いて,語

の定義 に は 『和 英語林集成』 と並 んで多 く補助 とした旨を明言 した辞書で もあ った。果 た

して,『漢語英訳辞典』は単純 に高橋五郎 の記述 を引 き写す ことが多か ったのだろ うか。双

方の 「1(い ・ゐ)」の部 の二字漢語 の中 で,サ 変 動詞用 法に関す る表示 を有する ものに就

いて比較 を行 うと,次 の結果 を得 る。
(7)
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『漢 英 対 照 い ろ は 辞 典 』

まず,『漢英対照い ろは辞典』に項 目が無 く 『漢語英訳辞典』のみに存 す るものが合 計で

83語 と多 く見 られ ることが,『 漢語英訳辞典』 の独 自の収載部分 と して 目を引 く。 もっと

も,逆 に 『漢英対照いろは辞典』 のみに収 め られ ている ものが合計22語 あ り,必 ず しも

『漢語英訳辞典』 のみが勝 ってい る訳でない ことも事実 であ る。 また,自 他区別での観擁

も気 にかか る。『漢語英訳辞 典』で 「suru等 」,『漢英対 照い ろは辞典 』で 「他」とな って い

る5例 に就いて見 ると,例 えばその中の 「印刻」 に就 いて は,両 辞 書で次 のような記述 と

な ってい る。

『漢語英訳辞典』suru,toengrave;carve;in「koku-sha,anengraver;carver.

『漢英対照いろは辞典』(他)印 刻,彫 鑛,ほ りものす る,ち りば めるToengrave.

英語説明部分の うち 「engrave」 は 『和英語林集成』英和の部や 『英華 和訳辞典』(明 治

12年 刊)で 調べてみ ると他動詞 に該当す ると見 られ,ガ ビンスが単純 に 「(wo)」 を落 とし

たので はないか と疑 われ る。 もっと も,『漢語英訳辞典』か独 自に記 載 して いる 「carve」

に就 いて は,『和英語林集成』英和 の部 は他動詞 としてのみ扱 うが,『 英華和訳辞典 』で は

他動詞用法 とともに自動詞用 法 としての項 目 も立 ててお り,ガ ビンスが 「(wo)」 を外 した

僅 かな根拠 に見立 て ることも出来 る。 また,『漢語英訳辞 典』中,「 鎮刻」 の項記述 に於 い

て も 「suru,toengrave;carve」 とあるところか ら,簡 単 な手落 ち とばか り片づ け られな

い ところ もあるが,他 動詞用法を全 く顧みていな い点で は,や はり疑問 は残 る。

こうした ことか らすれば,『漢語英訳辞典』の記述 の一部 に就いて慎重 に周辺資料 と見比

べて吟味すべ き点が あることは,率 直 に認め ざるを得 ないが,二 字漢語 の収載項 目数 に於

いて 『漢英対照 いろは辞典』を凌 ぐ点や,次 にみ るよ うにサ変動詞用法 を独 自に認 めてい

る点 で,や は り注 目すべ き資料で あることには変わ りが ない。
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さて,『漢語英訳辞 典」でサ変 動詞用法 を表示 して いるの に対 して,『漢英対照 いろは辞

典』 が動詞以外 の扱 い を した項 目は53語 ある。 特 に,そ の中 『漢英対照いろは辞典」

「(形)」表秀 仔)「違法」「違式」「陰諺」 の3語 に対 して 「suru」用法を認めた記述 は,冒

頭 に挙 げ た用 例 の よ うに,所 謂 形 容 動 詞 と して の用 法 が主 流 と見 られ る もの に サ変 動 詞 用

法 が 存 在 して い た実 態 を 反映 した もの で あれ ば,価 値 の あ る情 報 とな る。 こ こで,こ の3

語 に関 す る記 述 につ い て,少 し詳 し く吟 味 して お きた い と思 う。

まず,「 違 法 」 に就 い て の記 述 に は,

aninfringementofthelaw;illegality;illegal;suru ,(ofpersons)totransgress

thelaw;i-hOsho-bun,illegalaction;illegalmLeasures .

の よ うに,形 容 動 詞 用 法 に対 応 す る と見 られ る。「illegaUが 存 す る。 しか し,「 陰諺 」に就

い て は,

depressionofspirits;melancholy;suru,tobedepressed;(ofweather)tobedull

andovercast.

と,名 詞 用 法 と漢 語 サ変 動 詞 用 法 の み を 窺 わ せ る記 述 が な さ れ る だ けで あ る。

一 見 す ると
,「nari」 とすべ き と ころ を 実 態 を無 視 して 機械 的 に 「suru」 に置 き換 え て い

る か の よ うな印 象 す ら与 え る。そ こで,『 漢 語英 訳 辞典 』 に於 け る所 謂 形 容 動 詞 用 法 の扱 い

を見 て み ると,タ リ活 用 の場 合 は,例 え ば 「陰 々」 に関 して,

taru,secret;cloudy;overcast;murky;dark;obscure;gl○omy;depressing .

と記 述 して い る よ うに,「tari」 「taru」 を 下接 した用 法 の 存 在 を 明 瞭 に示 す。一 方,ナ リ活

用 に 相 当 す る項 目 に関 して は,次 の 「陰 微 」の記 述 の よ う に,原 則 と して は 「nari」等 を表

示 せ ず に い き な り英 語 形 容 詞 を挙 げ る方 式 を取 る の で あ るが,こ れ は これ で一貫 した方 針

と な って お り,し たが って,ナ リ活 用 の 用法 を記 述 す る た め の手 だ て を 『漢 語英 訳辞 典 』

が 持 た な か っ た と い う訳 で はな い。

secret;(ofmeaning)obscure;vague;abstruse;im-bi=ni ,secretly.

上 の 場合,項 末 に 「ni」の付 く用 法 を示 して い るが,ナ リ活 用系 の語 尾 を伴 う漢 語 に就 い

て は,こ の よ う に如 何 に も具 体 的 な言 語 観 察 の 中 で採 集 され た用 例 と して挙 げ られ て い る

場 合 が 多 い。 「洞 見 」 の項 目 に於 い て も,

usedintheexpressions,d6-kendearu,d6-kennaru ,tobeQfthesamemind;

havethesameopinions.

の よ うに,取 り立 てて の扱 い と な っ て い る。 ま た,次 の 「陰 気 」 の項 目 の よ うに,多 くの

日本 語 用例 を列 挙 す る場 合 もあ る。

thefemaleprincipleinnature;depressionofspirits;melancholy;dark;obscure;

gloomy;lonely;depressing;in--kininaru,tobedepressed;in-一 一kinatenkj,

gloomyordepressingweather;irトkinabasho,adark,gloomy,orlonelyspot.

「陰 欝 」 の所 謂 形 容 動 詞 用 法 に就 い て 『漢 語 英 訳 辞 典 』 が 記 述 して い な いの は単 な る漏

れ で あ るか も知 れ な いが,上 記 の よ うな具 体 性 を 伴 っ た記 述 の在 り方 か ら勘 案 す れ ば,「違

法1「 陰 欝 」 に 「suru」 の下 接 す る用 法 が あ る と して い る点 に就 い て,あ り得 な か った こ と

とす る よ りは,『 漢 語 英 訳辞 典』に実 在 の用 法が 反 映 して い る と捉 え る の が 自然 で はな か ろ

うか。
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なお,「違 法」 は 「日本国語大辞典』で用例を載 せていない語 であ り,『和英語林集成』

に項 目を存 しないが,『言海』で は 「(名)」,『日本大辞書』 で は 「根」 表示 で収 め られ る。
(10)

「陰諺」は 『日本国語大辞典』で国木 田独歩 『忘 れえぬ人々』を初 出例 に挙 げ る語で,『和

英語林集成』『言海』 『日本大 辞書』全 てで項 目を立て ない新 しい語形で ある。所謂新漢語

の使 われ始 めに於いて,そ の文法的性格が定 ま らない旨の指摘 に就 いては,既 にな された

ところであ る。例えば 『岩波 国語 辞典』第 四版 で,「違法」は無表示(名 詞)で 扱 われ 「陰
(■)轡

」 は 「ダナ」表示(形 容動 詞的用法)付 きで扱 われ るなど,現 代 の側か ら見 れば,こ う

したサ変動詞用法 はいか にも不安定な用法 として捉 え られるが,明 治期 の この実態 を記 述

している点 で 『漢語英訳辞典』 は価値があ ると言 えよ う。

なお,「違式」に就 いては,語 形その ものは古 くに見 られるが,明 治五,六 年 の 「違式詮

違条例」 公布 とと もに次第 に用 い られることが増えた もの らしく,『 漢語英訳辞典」 には

「註違」 も 「suru」「(ni)suru」 表示で収載 されている。『和英語林集成』で は初版 ・Ⅱ版

に項 目が無 か ったのが,Ⅲ 版 に於 いては 「-wookasu」 の用例付 きで立項 されて いるが,

『言海』『日本大辞書』 には見 られない。現代で は,『岩波国語辞典』第 四版 に は 「名 ダナ」

表示 でサ変 動詞用法 を示 して はいないので,『漢語英訳辞典』で記述 された段階で もサ変動

詞用法は存 在 した ものの,や は り主流で はなか った事情 と解 され る。

「I(い ・ゐ)」の部 とい う限 られた範囲で はあるが,『漢語 英訳辞典』に記述 された漢語

サ変動詞の用法に就 いて見 た場合,部 分的 には 「(wo)」 の誤脱 と思 われる箇所 が見 られ る

な どす るが,そ うした点 を慎 重 に取 り扱 って行 けば,当 代の他の辞書資料 でなかなか窺い

知 ることの出来ない情報 を見 い出 し得 るだけの価値 を持つ資料 と言 ってよいか と思 う。

IV.『 漢語英訳辞 典』 の漢語 サ変 動詞 の現代語辞書 との対照

以下 に於 いては,『漢語英 訳辞典』の記述 に見 られ る明治 期のサ変 動詞用法 の中,ど れほ

どの ものが現代通用の用法 と して残 り或い は廃れてい るのかを見 て行 きたい。

『漢語英訳辞典』 に於 いてサ変動詞用法の記述があ る項 目に就 い て 『岩波国語辞 典』第
(12)

四版 と対照 させて見 ると,概 ね次 の結果 となる。

「岩 波 国 語 辞 典 』 第 四 版
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ここで は,『漢語英訳辞典』に於 いてサ変動詞用法 の指摘 のあ った漢語 を母集団 としての

調査であ るた めに,逆 に 『漢語英訳辞典』 でサ変動詞用法 を指示 していないものが現代 に

於 いてサ変動詞 に用い られ る場合 に就 いて特 に取 り上げて いないが,そ れ に就いては別 に

機会を改 めて検 討 したい と思 う。

さて,当 面 問題 としてい るのは現代で非動詞用法扱い とな って いるものであ るが,上 表

の結果 で見 ると合計 で581語 に上 る。い ま,こ れ らに就いて具体的 に挙げ ると,次 の通 り

であ軸 下位分類のa・b・c・d・e・fは,明 治期の他 の辞書資料 に於け る用法認定 の一

つの目安 として,そ れぞれ 『漢英対照い ろは辞典」での扱 いの違 い(「 自」 ・ 「他」 ・ 「自

他」 ・ 「す る,To～ 」 ・ 「非動詞用法 のみ」。「項 目ナシ」)に応 じて区分 したもので,下 線

を施したものは「形懐 示鮪 することを示為 また・「*」印の囎 は・r岩灘 諮 典』

第四版 で形容動詞 用法(「 ト」「タル」「ダ」「ナ」 「ノ」等)の 表示 を有す るもので ある。

1:『 漢語 英訳辞典』 が 「suru,(ni)suru等 」表示 であ るもの

1a別 離

寒心

酸鼻

1b哀 憐

1d圧 制

自尊

勧業

主戦

頓首

1e哀 傷

病躯

忠勤

賭博

疑惑

軍談

兵備

萌芽

陰徳

従題*

蓮庭

権輿

飢渇

虚飾

婚礼

蝿

熱心*

臨終

些
感慨

咄嵯

弁理

牧民

殉難

観兵

袖手

養老

愛欲

暴動

弔詞

杜撰*

偽筆

破談

樋*

奔命

陰婁*

上表

経国

題萱*

規約

挙止

魂胆

塞全*

往還

旅寓

疑似

恐捏

厭離

部署

代償

開運

温故

称名

悪口

暴虐*

長寿*

　腿*

偽印

破戒

偏見

鑑

淫奔*

匿名

軽挙

血涙

騎馬

競漕

墾童*

灌仏

越 量*

旅宿

互市 群聚 破船 抱腹 自棄 恪謹 甘心

盟約 列坐 輪転 留別 労苦 露座 巖痩

筆削 紡績 上刻

独歩 悲鳴 奉勅

汗顔 敬神 決死

励声 連盟 臨御

疎水 尊王 耐久

安逸*

謀反

朝見

布令

議事

背面

励

違例

飲酒

家作

軽装

決算

亀 ト

姑息*

苦難

歓楽

雷鳴

立法

遡*

謀計

著書

浮沈

御寝

博愛

秘訣

違算
一揆

家督

軽墾*

訣漏

金主

高下

苦痛

歓心

甦

流言
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(八)

安寧

勃然*

徴兵

腹心

玉座

犯罪

貧窮

違些*

示談

譜誰

警察

結社

勤王

高低

訓示

観想

連名

流汗

割烹 交互 温習

報恩 報労 補閾

謹賀 謹言 回天

立志 流離 暦上*

停職 締盟 点茶

安楽*

藪

断腸

劇談

娯楽

伴食

筆耕

遺憾*

自動

客寓

建国

閾字

狂墨*

高座

聾

光耀

連累

老纏*

売ト

侮言

断獄

言語

御悩

煩労

法問
一言

辞世

間断

倦厭

奇遇

胸痛

顧問

過失

遡*

練兵

詐欺

晩学

治乱

脱字

言論

強盗

発話

巡*
一味

腎虚

幹事

墾

気謬

恭順

困難*

鍾
満開

略服

参宮

誓願

因循

関心

僧越*

楡安

別宅

遊萱*

同心

義憤

磁埋*

平穏*

奉幣

陰委

住居

銀難

墜塁*

飢餓

果首

肇

会心

模範

輪番

惨苦



施薬

私通

種子

存亡

纏鎚*

墾雛*

衛生

残念*

1f軋 礫

知慮

厳粛*

犯則

陰惨*

警世

苦熱

済世

謝恩

喪家

対敵

造兵

2:

2b蔑 如

右翼

2c屈 辱

2d保 安

2e愛 憎

遺漏

遡

閾所

専制

特許

2f知 事

褒賞

構造

3:

3a因 襲

3b経 歴

3d叙 位

3e長 短

成業

視聴

上座

水練

投機

夜業

叡聞

全知

陪審

暢達*

義戦

汎論
一発

企業

環視

撮要

至難*

掻痒

観面*

清談 製薬

詩集 試筆

装束 祝砲

垂死 酔狂*

徒労 疹痛

夜行 夜戦

遠隔 遠島

絶板 造幣

博変 抜剣

諜報 大願

疑心 御遊

悲喜 放生

地形 銃猟

起死 既済

観相 荒亡

征戦 請暇

思郷 施政

測度 存廃

通辞 円転

先見

心算

争訟

他見

屠牛

夜食

イ羊狂

造化

備荒

諾々*

御座

砲戦

情感

既成

満期

惜別

賜金

炊飯

腕艇*

先進

執権

送葬

怠燈*

当番

野戦

預算

暴慢*

富国

互譲

捧腹

開府

騎虎

入唐

洗足

主務

酔歩

遠足

遷化

執政

操守

対策

頭痛

永訣

豫備

謀慮

謳言

強談

補遺

寒行

救難

横議

接客

祝着

大慶

越権

遷宮 饒別 接骨

主意 祝言 執念

騒乱 束帯 側隠

対等*適 宜*天 上

通夜 鳥合 欝々*

盈虚 詠歌 詠史

遊惰*遊 山 坐下

簿記 武備 分権

噴飯 下略 眩量

誤聞 侃刀 背教

彙報 一抹 陰謀

感触 傾向 繋累

救世 攻守 梗概

蓮歩 理事 流血

射利 捨身 写字

尚古 頒徳 相思

大乱 退潮 隊列

用兵 右文 絶後

『漢語英訳辞典』が 「(wo)suru」 表示 である もの

保険 報酬 呵責 経編 覇伴 黙示 左翼 摂理 葱蓄

幽囚 造作 忽諸

一統

牧畜
一遍

監守

忌読

塑

慾望

長恨

直伝

力作

分明*鎮 守 徴証

溢美 滋養 慈愛

刑罰 経済 軽重

固有*訓 詰 恩賜

私用 主謀 消防

友愛 斬罪 禅譲

重罰 重責 腹蔵

序列 順列 回船

左記 賞与 厭忌

斧鍼

需要

兼愛

陸運

職掌

半切

看守

祐助

言責

仁愛

春顧

流刑

草創

抱負 補注

仁恕 上聞

牽強 嫌疑

繹紬 殺伐*

粗製 天謙

維新

情愛

結構*

専売

天賦

汎論 平服 平衡 閉場

簡閲 検校 結締 公共

『漢 語 英 訳 辞 典 』 が 「suru,(ni)suru等 」 ・ 「(wo)suru」 両 用 の もの

間隔

恭敬

叙爵

断頭

叫喚 模擬

沙汰

忌憧 虎視 全備

概略 疑問 誤脱 白眼 平和*医 療 一挙 潤沢*
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簡略*拳 々 記事 殿誉 仇敵 口伝 政治 斜視 思慮 主任

書記 大略 通弁

3f断 案 評判*継 嗣 究極 校了 大約 停刊

以上に就いて,簡 単に纏めると次のようになる。

「1(い ・ゐ)」の部 に於 いて部分的 に見 たように,こ こで も 『漢語英訳辞典』と 『漢英

対照 いろは辞 典』との扱 いの違 いが見 られ 特 にe群 が全体の57.3%(333/581)を 占め

ることが 目立っ。 このe群 の333語 中,『 日本国語大辞典』で見 ただけで も99語 に就 いて

は 「する」の付 いた用例が存す る。『漢英対照 いろ は辞典』と齪齪す る部分 に就 いて も,先

に 「陰諺」等の語例 で検討 したよ うに,ひ とまず実在 の用法 を映 した ものと思われ 今後

広 く用例 を収集す る中で ガビンスの記述 と実態 とを結 んで行 ける もの と思 われ る。

さて,上 の語彙一 覧中で,「*」 印 の付 いた57語 が 『岩波 国語辞典』 第四版で形容動詞

用法を持っ として いる ものである。 これ らの中,国 内 では新た に使 われ始めた漢語 と思 わ

れ るもの は,次 の18語 となる。
(15)

安逸+沈 着 不服 平穏 陰轡 従順+喧 燥 困難 熱心 老練

対 等 適宜 遊惰+暢 達+諾 々+陰 惨+至 難 固有+

ここで 「+」印 の付 した語 は,「漢語英 訳辞典』に於 いてサ変動詞用法のみを表示 した も

ので,よ り動詞 的な性格 で捉え られ ていそ うな ものであ るが,『 日本国語大辞典」に於 いて

サ変動詞用法 の用例 を有する ことを示 した二重下線 との重 な りが あるのは 「暢達」「固有」

の2語 である。実 際,こ れ らのサ変動 詞用法の記述 は,

・(暢 達)suru ,toexpressone'sviews;publishone'ssentiments;stateone's

opinions;(ni)suru,toexcel(inanythir19).

・(固 有)(w。)suru;toholdfirmly;clingto;adheretotenaciously;possess

fromtimespast.

とな ってお り,他 の ものが概 ね 「tobe+形 容詞相 当」の形式でサ変動詞 用法を説 明する こ

とが多いのに対 して,動 詞的 な含 みが よ り強 い説明 とな ってい る。 「固有」 は,『米欧 回覧

実記』に 「在 来 ノ米人 二固有 セルニア ラス」(岩波文庫 ・一 ・245頁)と あるな どサ変動詞

用法の当代用 例 は割合 に多 いのだが,こ れ らの漢語 に於 いて さえ も現代 で はいずれ もサ変

動詞用法が衰 えて しま っている ところに,明 治初期 のサ変動詞用法をめ ぐる漢 語の在 り方

と現代 の在 り方 の相違 の一端 が窺え る。

当代 は,そ れまで和語 を使 って いた表現を漢語 で表現 しよ うとす る傾 向が急激 に高 ま っ

た時期 であ り,漢 語 がサ変動 詞用法を取 る機会 が多 い中で,漢 字一字一字 が動詞性 を帯 び
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て用 い られ ること もまた多 か った。 この時期,「暢達」に於 ける 「暢」 も 「固有」 に於 ける

「有」 も,そ れぞれ動 詞的性格 を発 揮 しつっ熟 語を構成 し,サ 変用法 を取 ること となって

いたものであ るが,現 代 に於 いて はそ う した一 字の持 つ働 きが これ らの熟語 の中で変容 し

ているのであ る。

例えば,3f群 の 「断案」 に就 いて見 れば,『 漢語英訳辞典』 の記述 は,

anopinionformedwithdeliberation;adecision;conclusions;views;(wo)suru,

todecide;suru,toformanopinion;arriveataconclusion.

とな ってお り,「(wo)suru」 用 法の記述 は,「断定」の 「(wo)suru,todecide;determine;

fix」 と同様 である。「断」 は,明 治初期 に於 いて,

蓋 シ政府 ノ関係 スベキ事 ト.関係 スベカラザル事 トヲ断 ムル.(中 村正直 『自由之理』

第一巻十五 ウ)

の例に見 るよ うに 「todecide」 の動詞的意義を特に重 用 され使 われた漢字 である○ そ して

「断」 は,類 同の意義 を持っ 「定」 とともに 「断定」 や,

カ クノ如 キ ヒ トハ閑居独処 ニテ考 思定断 スルモノ ヲ(中 村正直 『自由之理』第二巻

4オ)

のように,そ の転倒語形 「定断」を構 成す るな どしていた。そ して一方,「 案」の側 で もま

た 「案察」「考案」など,サ 変動 詞用法を持 って新 しく使われ出 した動詞性漢字連続 形を構

成 していたのである。 こうした事情か らして,「断案」に就 いて も,明 治 期に使用 され始 め

た当初 は,類 同の動詞的意義 を持 つ漢字連続形 と して 「todecide」 の義のサ変動 詞用法を

持っ漢語であ ったと見 な し得 る。

その 「断案」 が現 代に至 るまでにサ変動詞用法 を衰え させて いったの は,前 部成素の

「断」が後部成素 に対 して修飾成分 となる気味合 いを強めてい ったか らであ ろう。「断然」

の盛行 に見 るように,「断」字 は 「はっきり,き っぱ り」とい った副詞的意義を押 し出す よ

うになった。 そのために,「 断案」 も動詞性漢字 の並列構成の熟語 というよりも,〈修飾成

分 十被修飾成分〉 の構成で受 け取 られ用 い られることが増 し,結 局漢語サ変動詞 と しての

用法 は弱 ま って行 ったもの と思 われ る。鈴木英 夫氏 が 「完」 に就 いて,「おわる」か ら 「徹

底的に」への意味の変遷 を説 か れたが,「断」も同様 に熟語 の構成 に於 いて動詞 的意義 か ら
(16)

副詞的意義へ主流を移 して い った漢字の一例 と言 え る。

他の語例 に於 けるサ変動詞 用法の衰退に就 いて も,そ れぞれの構成漢字 をめ ぐって様 々

な変化が生 じている ことが推 測 され る。今後 は,一 覧 表で取 り挙 げた漢語個 々に就 いて,

また構成 す る漢 字一字一 字 に就 いてその変 化 の追跡 調査を行 うことが必要 とな ろ う。な

お,こ こで は明治初期 に所謂 形容動詞用法を持 った漢語 全体 を検 討の対象 としなか ったの

で,漢 語 に 「ナ リ」「タリ」 の下接 す る用法 自体 がどれほどの勢力 を持 ち,ま た 「スル」 の

下接用法 と緊張関係 にあ ったか などの問題 に就 いて も,さ らに追究 して行かね ばな らない

ところで ある。

V.お わ りに

明治初期 の漢語に就いて,『 漢語英訳 辞典』 に載せ られた情 報か ら,そ の用法 の一端 を

窺 って みたが,や はり実 例 の調査 を重 ねるこ とが急務で ある。実際 ここで ガ ビンスが取

一48「

⇔



り挙 げた もの もどうや ら当時 の有 り様の一部を反映 した ものの ようで,冒 頭 の 「空虚」「卑

屈」 だけを取 ってみて も,そ れぞれ 『漢語英訳辞典』中では 「suru」用 法の指摘 がない。

この ことに就 いて は,非 主流の用法に対す る辞書記述 の限界 と見 ることもできよ うし,或

いは明治 の極 初期に対 して ガ ビンスの編纂 時に於 いて,こ れ らの語 に就 いては既 にサ変動

詞用法 が衰退 してい ると見 ることもで きる。 いずれに して も,こ の時期 に現代 では非動詞

的意義 で捉 え られ る漢語 が 「す る」 を伴 う現象 は,思 ったよ りも広 く見 られる もので ある

ことは確 かな ことと言え る。また,『漢英対照 い ろは辞典』との比較で明 らかなよ うに,『漢

語英訳辞典』 に収載 されていない漢語 に就 いて も,ま だまだ他 の辞書資料 には多 く存す る

点,早 急 な調査の実施 が要請 され る。勿論最 終的には,辞 書資料 に留 ま らず広 く多 くの文

献資料 を調 査す る中か ら言語 の実態 を より明 らかにす る必要 がある ことは言 うまで もない

ことであ る。

最後 にな ったが,今 回の調 査 に於 いて貴重 な資料 を閲覧 させて下 さ った九州大学文学部

英語学英文学 研究室 の ご厚意 には,深 く御礼 申 し上 げる次第 であ る。

注

(1)豊 田実 博士 『日本英学 史の研究』99頁 。

(2)九 州大 学蔵 本に は,本 編 中821頁 一828頁,837頁 一844頁 にか けて の落丁があ る。 従 って,

[SHIN」 ・ 「SHIU」 の親字を持つ項 目中のう部 に於 いて,採 集 した語形以外 に もr漢 語英訳

辞典』 中 にはサ変動詞用法 を有す る項 目が存す るものと思 われ る。 また,親 字が字音 のアル

ファベ ッ ト順に配列 され るため,同 一字が複数の箇所 に親字 として出現 する場合 がある。

(3)著 作者の片仮名表記 は第一う・二巻の奥付によ る。第三巻 では,「 ジェー,エ ッチ,ガ ビンス」。

なお,「PREFACE」 中 には,「H.B=M'sLegation」 に関係 のあった 「○kamoto∫un」 ・

「KuribayashiJunz6」 力s『漢語英訳辞典』 の編集に際 して助力 した ことも紹介 されている。

(4)実 際 『漢語英訳辞典』中に於いては,敬 語 に関わる用法 などにかな り詳細 な説明が付 け られ る

場合 が多 く,日 本語 に対す る観察 が付 け焼 き刃でないことが窺 われ,如 何 にもチェ ンバ レンの

「theresultofmanyyears。fresearch」 の顕現を感 じさせ る。 こうした点を含 め,チ ェ ンバ

レンの文典等 との関連 に就いての検討は,別 の機会 に譲 ること としたい。

(5)『 日本大辞書』「緒 副(十 八)に 於 いて執拗 に 『言海』を攻撃 してい る。

(6)「 す る」 「に」 等 の下接 した項 目を含む。 また,比 較の都合上,ア ルフ ァベ ・ソトで第 ・音節が

「ya]相 当 となる 「い う」等で始ま る項 目を除 く。なお,こ こでは,『漢語英訳辞典』の項 目数

に,見 出 しの後 に 「see～」 とだ け示 した項 目も含めてい る。

(7)『 漢語英訳辞典』の 「suru・(ni)suru等 」 は所謂 自動 詞用法 に相当する もので,「(wo)suru」

の他動詞用法 と区別 した。用例部分のみにサ変動詞用法 が見 られる ものは,自 他 を文脈か ら判

定 して表に含めた場 合があ る。 なお,動 詞 の自他 区別で問題 となる経 由 ・通過等 の 「を」格 に

就いて言えば,『漢語英訳辞典』で は英語対訳の事情絡 みであろ うが,原 則 として表示 されてい

ないよ うである。『漢英対照いろは辞典』 の 「する ・To～ 」は,「(す る)」表示のみ で自他区別

の表示がない もの と,「す る」に於 いて 自他表示がな くて英語説明部が 「To～」形式 としてある

ものを示す。 また,「 非動詞用法 」と して いるもの は,「(名)」 「(形)」「(副)」等 の表示 がある

もの と,そ うした表示 は無 いが英語説明部 が名詞(句)相 当 に受 け取 られる もの とを含 む。 な

お,〔 〕中 の数字 は 『漢語英訳辞典』での項 目記述が 「see～」形式で あ り,そ の指示先 の項 目

に当該のサ変動詞用法の記述があ った もので,通 常項 目と一応扱 いを別に しておいた。「漢語英

訳辞典』でrTo～ 」の一例 はrsuru」 表示 の誤脱 と思 われ る。『漢英対照 いろは辞典』で は 「(す

る)」表示な しに,英 語説明部が 「To～」 とな っている場合が かな り多 く見 られるが,『 漢語英
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訳辞典』に於 いて 「suru」表示抜 きに 「To～」の形式 が取 られることは原則 と してないよ うで

ある。

(8)こ の中に は,『漢 英対照いろ は辞典』が 「～ing」 表示 としてい るものが5例 含 まれ るが,「～ing」

表紙で 「(名)」表示 を伴 った例が 『漢英対照 いろは辞典』 には散見するので,名 詞相 当に扱 っ

た。

(9)「 漢英対照いろは辞典』の 「(形)」表 示 は,対 応す る英語 が形容詞(句)で あ ることを示 して お

り,見 出 しが和 語形容詞 の場合 も形容動詞 用法 を持っ漢語 の場合 もあ る。 厳密 に言えば,見 出

しの漢語の品詞 的性格 に就 いては慎重 に判断 しなければな らないことは言 うまで もないが,こ

こで はひとまず所謂形容動詞 としての性格 を認定 してい るものと して扱 ってお く。

(10)『 口本大辞書』で は 「言海』 に対抗 して,サ 変動詞用法を記述す る立場 を取 り,さ らに 「名詞」

と区別 して 「根 詞」を立て る。漢語 の 「根詞」 に就 いて,山 田美妙 は 「根詞 ノ特質ハ主二な又

ハなるヲ添ヘテ形容詞 トナ リ,さ ヲ加 ヘテ,程 度 ヲ示 ス処 ノ名詞 ニナルナ ドノ事デ,」 と説いて

いる。

(11)森 田良行氏 「新漢語成立に伴 う動詞 性の問題」(『辻村敏 樹教授古稀記念 日本語史 の諸問題』

明治書 院 所収)他 。

(12)『 漢語英訳辞典』で 「suru」表示 の他 「asobasu」 等の敬語辞で示 してある ものなど も一応表 に

含めた。なお,「serareru」 ・「sareru」の受 け身表現で表示 してある場合 な どで格助詞 の接続

が不分 明なものなどは,表 に含 めなか ったものが ある。 また,落 丁部分 に就 いては表に出て来

ていない。

(13)漢 字表記 ・字体 の僅か な違 いに就 いて は或程度柔軟 に処理 した。

(14)判 断基準等 は 「1(い ・ゐ)」 の部の場合 と同 じ。

(15)ひ とまず 『日本 国語大辞典』 に拠 って,国 内初 出用例 が幕末以降の もの,或 いは用例不挙の扱

いとなっている語 を,こ こでは挙 げる こととする。

(16)鈴 木英夫氏 「新漢語 の造 出 と享受 一 明治前期 の新聞 を資料 と して一」(『国語 と国文学』 昭和

55年4月)。
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